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シリーズ One Health問総合政策課 ワンヘルス総合推進室（℡88-9754） くらし調う、みやまのサポート制度。

市では、新しい生活を応援するための移住定住に関するさまざまな補助制度があります。該当する可能性があ
るかは、ホームページで確認できます。詳しくは、各担当課へ問い合わせください。

問①～⑥総合政策課 シティプロモーション係（℡64-1550）、⑦⑧都市計画課 住宅政策係（℡64-1540）
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結婚新生活支援補助

マイホーム取得支援補助

奨学金返済支援

空き家バンク

新婚世帯・子育て世帯家賃補助

若者移住・定住通勤定期利用支援

みやま市お試し訪問補助

空き家リフォーム補助

新婚世帯が結婚を機にかかった費用に対し、

公共交通機関で市外に通勤する35歳以下の人
に、定期券などの購入費用を3年間支援します。

市内にある、売却や賃貸を希望する空き家・空
き地の情報を提供しています。

空き家バンクに登録された物件が成約した場
合、リフォーム費用の一部を補助します。

中小企業などで働く、奨学金を返済中の人（30
歳以下）を3年間支援します。

最大 6600 万万円円
※所得制限あり
※年齢上限あり

最大 3366 万万円円
（3年間合計）

最大 5544 万万円円
（3年間合計）

最大 3300 万万円円

※新婚世帯または高校生以下の子を含む転
入世帯が、市内の賃貸住宅に住む場合

最大 2244 万万円円

最長
1年間

※2泊目は一律3,000円、補助は2泊分まで
※最大4人まで（小学生以下半額）

1人、1泊

33,000,000円円 222,0002,000円円～～

現地での交通費+ 1100,,000000 円円最最大大
++
++子育て世帯の場合

55万円加算
転入世帯の場合

55万円分加算

新築の場合

2200万円
中古の場合

1100万円または

ワンヘルスの普及に向けた取り組み

みやまのワンヘルスを市内外へ発信
市では、広報紙やインスタグラム、ワンヘルスフェスティバルの開催などを通じて、みやま市のワンヘルスの取り組み
を市内外へ発信しています。今後も、市民の皆さまや、宣言事業者の皆さまと共に「ワンへルスのまち みやま」の
実現に向けて取り組みを進めていきます。

★実践の第一歩「わたしのワンヘルス」

八女茶業本舗株式会社 さん内田 繁
緑茶にはカテキンによる殺菌効果や抗ウイルス作用があるといわれており、
コロナウイルス流行以前からお茶うがいを実践しています。また、お茶殻は
お茶風呂にしたり、掃除に活用したりと、さまざまな活用法があります。これか
らも、お茶を通したワンヘルスの実践で、皆さまと健康で楽しい日 を々共有し
ていきたいです。

みやま市観光協会 さん徳永 勉
みやまの農産物収穫体験やホタル保存会への参加など、地域コミュニティと
共に自然を守る活動をしています。また、令和9年のワンヘルスセンター供用開
始に向け、安全で快適な観光ルートの整備を進めていきたいと考えています。
みやまの魅力を多くの人に知ってもらい、ワンヘルスの理念を基に、みやまの
豊かな自然を守るために努力していきます。

福岡銀行本店（福岡市中央区）のロビーで12月に開催された福銀ロビー展
で、みやま市ワンへルスブースが設置されました。ブースでは市で実施している
ワンへルスの取り組みや、市の魅力を紹介。太陽光発電によるエネルギーの
地産地消やバイオマスセンターにおける資源循環の取り組み、ワンへルス教
育に関することを多くの方に知っていただく機会になりました。

★福銀本店に「みやま市ワンヘルスブース」

県ワンヘルス宣言事業者に登録された市内の宣言
事業者に、市オリジナルののぼり旗とステッカーを配
布しています。店舗などに掲示していただき、事業者
の皆さまと共にワンヘルスの普及啓発を推進してい
きます。

★市内のお店に「のぼり旗＆ステッカー」

▲ステッカー▲のぼり旗




